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＜研究概要＞ 
 
石狩川の後背湿地や河跡湖は高い生物多様性に特徴付けられるが、近年、その環

境劣化が懸念されている。本研究は、水域内の物質循環と水域を特徴づける種の分
布経緯との関係を基に、石狩川近傍の氾濫原水域の生態系構造に関わる基盤情報を
得る。堆積底泥が水質形成に果たす役割および生物や食物網への影響の解明、そし
て、物質循環・食物網・生物生息環境を連関した概念・予測モデルを作成し、生態
系機能と治水機能を包括的に満たす水域管理に有用な学術的新規性の高い情報を提
供する。 

＜事後評価指摘事項＞ 
 

Ａ評価のためコメントなし 

※ 評 価 基 準                               

Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった。

Ｂ：一定の研究成果があった。 
Ｃ：研究成果があったとは言い難い。 


